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　前回はプログラムの開発環境であるOpenPLCエ
ディタをインストールしました．今回は，抵抗やコン
デンサなどの電子部品をはんだ付けしたアイソレート
I/O基板（以降はPLC基板とする）の動作確認用プロ
グラムを作ります（写真1）．ただし，今回はラダー・
プログラムの意味については説明しません．
　なお，OpenPLCエディタのバージョンによってデ
フォルトのI/Oの設定が変更されている場合がありま
す．変更されたままですと，頒布しているアイソレー
トI/O基板のシルクと，プログラム上のI/Oアドレス
がずれてしまいます．2024年6月10日以降，エディ
タをダウンロードまたはアップデートした方は，本誌
サポート・ページの内容をチェックしてください．
https://interface.cqpub.co.jp/esp32 
plc/

ステップ1…プロジェクト・フォルダ
とPOUに名前を付ける

　プロジェクトの新規作成手順（前回参照）に従って
プログラム・フォルダを作ります．フォルダやPOU
の名前は任意ですが，筆者はフォルダ名とPOU名共
に「HardCheck」としました．なお，POU（Program 

Organization Unit）は，IEC 61131-3規格で定義され
るPLCプログラミングにおける基本的なプログラム
構成単位です．

ステップ2… 
使用するデバイスを登録する

　新規にプログラム・フォルダを作ってプログラミン
グを開始したら，使用するリレーやメモリなどのデバ
イスに名前を付けます．

PLC基板の回路図やシルクを見るとIX0.0やQX0.0，
IW0，QW0などのI/Oアドレスがあります．詳しく
は後述しますが，

・ IX0.0（数字は適宜読み替え）：リレー入力
・ QX0.0：リレー出力
・ IW0：16ビット・アナログ入力
・ QW0：16ビット・アナログ出力

を表しています．これらのI/Oアドレスは，そのまま
プログラム中で使用することはできないため，少し面
倒ですが改めて任意の名前を付け，その名前でアクセ
スします．

● 今回登録するデバイス
図1のようなデバイス名のI/Oアドレス割り付けリ

ストを，右上のツール・バーの［＋］ボタンで追加し
て，リストの項目を埋めながら登録していきます．
表1は筆者が作ったこのハードウェアのチェック・プ
ログラムのI/Oアドレス割り付けリストです．以降で
は，各項目の内容を説明します．

● I/O割り付けリストの各項目に入力する内容
▶Name

名前（Name）は任意の名前です．使える文字は最初
の1文字はアルファベット（大文字，小文字）かアン
ダ・バーで始まり，2文字以降はアルファベット（大
文字，小文字），アンダ・バー，数字が使えます．
　最後の文字に数字を使うとツール・バーの［＋］ボタ
ンで次の行を追加したときに，最後の数字がインクリ
メントされた名前が入ります．この機能はSW1，SW2
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